
柏崎刈羽原発再稼働中止の陳情に対し賛否分かれる
　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転の中止を求める陳情について審議し、議員からは福島
第一原子力発電所事故の経験を踏まえた安全性への懸念や、エネルギーの安定供給の必要性など、それぞれ
の立場から討論が行われました。

陳情とは・・・国や地方公共団体などの公の機関に対して要望や意見、実情を訴えること。

反対討論

影山　孝男　議員

　昨年の定例会６月会議においても同様の陳情
が提出されましたが、不採択となっております。
　国際情勢の影響による燃料価格の高騰や、今
後の電力需要の増加が見込まれる中、安定した電
力供給の確保が必要です。
　また、東京電力には福島第一原発の廃炉という
重要な使命があり、その遂行には経営基盤の安
定も求められます。これらを総合的に考え、再稼
働および営業運転は妥当であるとして、陳情に反
対します。

賛成討論

山崎　ふじ子　議員

　柏崎刈羽原子力発電所は福島県に近く、事故
が発生した場合、再び放射線被害を受けるおそ
れがあります。新潟県では大規模な地震が繰り返
し発生しており、安全性への懸念は大きいです。
　福島第一原発事故の影響により、山菜やきのこ
の採取・出荷制限が続くなど、住民生活は依然と
して事故前の状態には戻っていません。また、多く
の住民が避難生活を余儀なくされており、「原子
力緊急事態宣言」も継続しています。
　こうした経験から、新潟県民に同様の苦しみを
味わわせるべきではないとして、陳情に賛成しま
す。
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採　択 　地方財政の充実・強化を
求める意見書の提出陳情 ○○○○○○○○○○○○○○○

不採択

　東京電力柏崎刈羽原子力
発電所の再稼働・営業運転
を中止することを求める意
見書の提出陳情
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